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▶日本財団助成事業
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今年度は日本財団より助成金（年間：633万円）を頂くことになりました。
助成金を利用した体制つくりと啓発活動などを中心に今年度は大きく４つの活動を計画して活動しました。

（１）無料イベントや勉強会の実施
世界摂食障害アクションディに合わせた日本独自のイベント、摂食障害の啓発活動として全国５箇所（東京、大阪、
北海道、愛媛、熊本）で、当事者・家族向け、専門家向け、アスリート・トレーナー向けに合計１２回の勉強会を実
施しています。登壇者は協会理事、参与からはもちろんですが、出来る限り地元の先生にご依頼、地元で活動してい
るセルフグループや家族会と連携して行ってきました。

（２）病院受け入れリストの作成
日本では専門治療機関が未だなく、患者やその家族は治療情報や治療先など情報を受け取るのも困難な状況に置かれ
ています。そこで、無医療機関都道府県の解消を目指し、摂食障害患者の受け入れ可能な全国の病院リストの調査、
作成を行いました。

（３）相談窓口の開設
医師、臨床心理士、管理栄養士などによる情報提供相談窓口の開設。協会のウェブサイトに相談窓口を開設しまし
た。（電話対応をせず、相談はメール回答のみ）

（４）啓発用リーフレット、専門家向け冊子の作成
啓発用リーフレットは全国の精神福祉保健センターやクリニック、健診センターなどへ配布予定。配布先は現在調整
中。また、冊子は医療者、臨床心理士、管理栄養士、歯科衛生士、スポーツ指導者、養護教諭、家族 などチームで取
り組む摂食障害治療ガイドのような形で制作しました。



▶世界摂食障害アクションディ -World Eating Disorders Action Day-とは？
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2017年6月2日は、昨年世界で初の取り組みとなった
「世界摂食障害アクションディ-World Eating Disorders 
Action Day-」が開催されています。世界摂食障害アクショ
ンディでは、摂食障害で苦しむ方やその家族、専門家や研
究者、サポーターらが国境を越えて団結し、摂食障害の啓
発と支援活動を世界中で同時に行なわれ、本活動では全世
界で摂食障害に対する意識を高めることを目指します。摂
食障害の症状や治療のことは、まだ一般には正しく理解さ
れていません。当協会も今年も世界摂食障害の日に参加し
て、摂食障害への理解を深めていきます。

【世界摂食障害の日 -World Eating Disorders Action Day- 】
http://www.worldeatingdisordersday.org/

【参加方法】
摂食障害に関わる世界中の人々がインターネットや地域活
動を通じて同時に発言や行動、情報提供します。摂食障害
に関心のある方ならどなたでも参加できます。



▶世界摂食障害アクションディ
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◆世界摂食障害アクションディ 6月4日（日）＠政策研究大学院大学 想海楼ホール
＜参加者＞200名
特別協力：国分グループ本社株式会社、株式会社ミュゼプラチナム
協力：味の素株式会社、日清オイリオグループ株式会社、ハウス食品グループ本社、ホリカフーズ株式会社、
株式会社丸善、株式会社明治、雪印ビーンスターク株式会社、雪印メグミルク株式会社
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▶世界摂食障害アクションディ
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◆世界摂食障害アクションディのイベントでは日本独自の活動として、美容脱毛専門サロン『ミュゼプラチナム』
を運営する株式会社ミュゼプラチナムと共同で4000人を超える一般女性にアンケートを行った「摂食障害に関する
認識調査」の発表、基調講演にはジャーナリスト江川紹子様をお招きして、「摂食障害の現状」をお話いただきし
た。午後はセルフグループや家族会が中心となった企画や個人の活動の発表をステージや会議室、ブースを使って
行いました。会場内のブースでは食品メーカーによるサンプリングを行い、全て商品がなくなる人気でした。



▶勉強会活動状況
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◆全国5箇所での講演会や研修会を実施
患者・家族、管理栄養士、トレーナーなどそれぞれのニーズに合わせたテーマで開催
（全国：5箇所（東京、大阪、北海道、愛媛、熊本）×3カテゴリ
セミナー回数：12回（各50名程度目標）

▶摂食障害ってどんな病気ですか？（一般・当事者・家族向け）
7月8日（土）13：00～16：00＠松山市教育研修センター
＜参加者＞78名
＜登壇者＞松山赤十字病院小児科 鈴木由香先生、

一般社団法人愛媛県摂食障害支援機構 代表 鈴木こころ様
理事 鈴木眞理先生

▶摂食障害の治療とサポート（専門家向け）
7月9日（日）13：00～16：00 ＠松山市総合コミュニティセンター
＜参加者＞74名
＜登壇者＞愛媛大学大学院医学系研究科 精神神経科学講座 河邉憲太郎先生、

参与 鈴木朋子先生、理事 末松弘行先生

▶摂食障害の理解とサポート（アスリート・トレーナー向け）
8月5日（土）14：00～17：00＠全水道会館
＜参加者＞78名
＜協力＞特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会
＜登壇者＞JATI副理事長 東海大学スポーツ医科学研究所 有賀誠司先生、

国立スポーツ科学センタースポーツ科学部 古屋あゆみ先生、
公益財団法人岐阜県体育協会 岐阜県スポーツ科学センター研究員
亀岡舞先生、理事 山岡 昌之先生



▶勉強会活動状況
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▶摂食障害の治療とサポート（専門家向け）
8月20日（日）13：30～16：30＠なにわ生野病院
＜参加者＞75名
＜後援＞公益社団法人大阪府栄養士会
＜登壇者＞参与 鈴木朋子先生、参与 杉山英子先生、フェロー 武久千夏先生

▶摂食障害の理解とサポート（アスリート・トレーナー向け）
9月10日（日）9：00～12：00＠北海道大学臨床大講堂
＜参加者＞81名
＜協力＞特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会
＜登壇者＞大阪学院大学教授 JATI監事 山内武先生、理事鈴木眞理先生、

フェロー小原千郷先生、

▶摂食障害ってどんな病気ですか？ （一般・当事者・家族向け）
9月10日（日）13：00～16：00＠北海道大学臨床大講堂
＜参加者＞76名
＜協力＞全国家族会ネットワーク、摂食障害サポートグループ「なごみの会」
＜登壇者＞北海道大学大学院医学研究科 精神医学分野 講師 賀古勇輝先生、

摂食障害全国家族ネットワーク ポコ･ア･ポコの会代表 鈴木高男様、
摂食障害サポートグループ「なごみの会」代表 松橋和子様、
理事 鈴木眞理先生



▶勉強会活動状況
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▶摂食障害ってどんな病気ですか？ （一般・当事者・家族向け）
9月23日（土）13：30～16：30＠神戸医師会館3階市民ホール
＜参加者＞98名
＜登壇者＞参与 髙宮静男先生、フェロー 武久千夏先生、

摂食障害サポートグループ「あゆみの会」 元澤直美 様

▶摂食障害の理解とサポート（アスリート・トレーナー向け）
9月24日（日）14：30～17：30＠大阪学院大学
＜参加者＞51名
＜協力＞特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会
＜登壇者＞大阪学院大学教授 JATI監事 山内武先生、参与 福永幹彦先生、

理事 鈴木眞理先生

▶摂食障害の治療とサポート（専門家向け）
10月7日（土）13：30～16：30＠政策研究大学院大学
＜参加者＞125名
＜協力＞RDサポート、 食プロリサーチ
＜登壇者＞参与 杉山英子先生、 参与 柴崎千絵里先生、

理事 西園マーハ文先生



▶勉強会活動状況
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▶摂食障害の理解とサポート（一般・当事者・家族向け）
11月19日（日）13：00～16：00＠熊本大学
＜参加者＞58名
＜登壇者＞熊本大学医学部附属病院小児科 間部裕代先生、理事 石川俊男先生、

当事者と家族の会である「肥後椿の会」

▶摂食障害ってどんな病気ですか？ （一般・当事者・家族向け）
12月2日（土）13：30～16：30＠政策研究大学院大学
＜参加者＞102名
＜登壇者＞参与 林公輔先生、参与 大津光寛先生、理事 鈴木眞理先生

▶摂食障害の治療とサポート（専門家向け）
12月9日（土）13：00～16：00＠北海道大学臨床大講堂
＜参加者＞54名
＜登壇者＞北海道大学大学院医学研究科 三井信幸先生、

参与 柴崎千絵里先生、理事 鈴木眞理先生



▶その他（学会参加）
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▶第58回 日本心身医学会総会ならびに学術講演会

会期：2017年 6月16日（金）～6月17日（土）
場所：札幌コンベンションセンター
会長：坂野 雄二 （北海道医療大学 心理科学部／心理科学研究科）

▶第21回日本摂食障害学会学術集会

会期：2017年10月21日(土)～22日(日)
場所：広島県医師会館
会長：岡本 百合（広島大学保健管理センター）

▶第113回日本精神神経学会学術総会

会期：2017年6月22日（木）～24日（土）
場所：名古屋国際会議場
会長：尾崎 紀夫
（名古屋大学大学院医学系研究科 精神医学・親と子どもの心療学分野 教授）

▶第22回日本心療内科学会総会・学術大会

会期：2017年11月11日（土）～12日（日）
場所：城山観光ホテル（鹿児島県）
会長：乾 明夫 （鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 社会行動医学講座心身内科学分野 教授）



▶その他（共催・講習会）
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▶第12回トレーニング指導者研修・交流会
会期：2017年12月17日(日) 
場所：帝京平成大学 中野キャンパス
主催：特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会
内容：アスリートの健康 ～摂食障害～
登壇者：鈴木眞理先生

▶女性アスリート戦略的強化・支援プログラム 女性指導者の講習会
会期：2017年11月15日
場所：独立行政法人日本スポーツ振興センター
主催：独立行政法人日本スポーツ振興センター
内容：「女子アスリートと摂食障害」
登壇者：鈴木眞理先生

▶矯正研修所 初任者研修
会期：2017年12月21日（木）
場所：法務省 矯正研修所
主催：法務省
内容：矯正心理「摂食障害」
登壇者：鈴木眞理先生

▶管理栄養士特講 エキサイティング授業１

会期：2018年1月12日(金）13:50～15:20
場所：名古屋学芸大学
主催：名古屋学芸大学
内容：ホルモンから見た女性の健康
登壇者：鈴木眞理先生

▶管理栄養士特講 エキサイティング授業２

会期：2018年1月19日(金）13:50～15:20
場所：名古屋学芸大学
主催：名古屋学芸大学
内容：管理栄養士の仕事 ―病院で働くこと―
登壇者：浮田（柴崎）千絵里先生

▶第5回女性ジュニアアスリート指導者講習会（応用編）
会期：2017年12月16日(土) 
場所：国立スポーツ科学センター
主催：特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会
内容：「女性アスリートの成長期における心の発達や心理サポート

の事例、摂食障害の発見と早期の対応について」
登壇者：西園マーハ文



▶相談窓口状況
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臨床心理士の先生を相談窓口に公開。 ２０１７年７月１日
～２０１８年３月３１日で１６８件の問い合わせあり。当
事者からの問い合わせ５３％、家族から４１％と約半数づ
つ、女性からの問い合わせが９３％で当事者は８３％なの
で、母親から相談が多いと想像される。
治療や施設についての問い合わせ内容が５７％を超える。
１０代で３０％、１０～３９歳までで約８０％にを超え
る。若い世代の問い合わせが目立つ結果に。



▶相談窓口状況
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▶相談窓口状況
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▶メディア関係
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◆Newな２人（TBS） ◆「ザ！世界仰天ニュース」（日テレ）

◆Yahoo！ニュース特集

◆「スッキリ」（日テレ）

◆サイゾーウーマン ◆Tokyo Weekenderの11月号

◆朝日新聞、朝日新聞デジタル、apital
◆ロイター通信
◆NHK
◆山口朝日放送（テレメンタリ―）
◆Yahoo!ニュース など



▶ご報告
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◆当協会理事長 生野照子先生が吉岡弥生賞を受賞いたしました！

◆当協会特別顧問 江利川毅先生が瑞宝大綬章（ずいほうだいじゅしょう）を受賞いたしました！

瑞宝大綬章は日本の勲章の一つ。瑞宝章の最高位です。 国及び地方公共団体の公務又は公共的な業務に長年にわたり
従事して功労、成績を挙げた方が対象。職務の複雑度、困難度、責任の程度等について評価を行い、特に重要と認めら
れる職務を果たし成績を挙げた方に贈られます。

＜特別顧問＞江利川 毅 先生
益財団法人医療科学研究所 理事長。公立大学法人埼玉県立大学前理事長、元人事院総裁、元厚生労働事務次官、
元内閣府事務次官。2016年3月に日本摂食障害協会を設立時に特別顧問に就任。2017年春の叙勲で、瑞宝大綬章を受章。

吉岡弥生賞は、公益社団法人日本女医会の最高の賞
で、日本における女性医師の育成の礎を築いた吉岡
彌生の偉業を称え、その名を永久に伝えるととも
に、女性医師の医学、社会への貢献した女性医師に
贈られます。


